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特典
過去の記事（電子版）が閲覧できます
雑誌『がん看護』28 巻 4 号（2023 年）特集

私の看護はこれでいいの？ 
〜若手看護師が苦慮する症状マネジメントのコツ〜� 編集：水主いづみ，鶴田　清子

・右のQRコードまたは下記URLより閲覧できます．

 URL：https://nankodo.box.com/s/ophwomhxkmiruyak5e1oly23ycz0k3q3
　*クラウドストレージサービス「Box」を利用しています．ログインせずに閲覧が可能です．

・�本特典の配信期間は，本号発行日より5年間を目途とします．ただし，その期間内でも配信を

停止する可能性があります．

・�本特典の閲覧権は本号の購読者に与えられるものです．第三者へQRコードまたはURLを開示・

提供することを禁止します．なお，図書館等でのご利用にかかわる指針は弊社ホームページ（弊

社著作物の利用についてhttps://www.nankodo.co.jp/pages/crp.aspx）からご確認ください．
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著者ならびに出版社は，本誌に記載されている内容について最新かつ正確であるよう最善の努力をしております．しかし，臨床検査，薬剤の情報，および
治療法などは，医学の進歩や新しい知見により変わる場合があります．また，誌面の都合上，一部解説を省略させていただいている箇所もございます．実
際の看護実践への活用にあたっては，最新の添付文書などの情報を併せてご参照くださいますようお願いいたします．
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▼�リレーエッセイ●がん看護 CNS 巻き込む力を発揮中！ 〜複雑で多様化する実践に挑む！〜 
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〜「がん患者における気持ちのつらさガイドライン 2024 年版」を読み解く〜� 浅海くるみ，梅澤 志乃　298

▼がん看護の“今”を変える，生成 AI という味方【新連載】

生成 AI の正体は何か� 淺野 耕太　303

▼壁を越えた先へ！　チーム医療の実践力【4】

緩和ケアのがん看護専門看護師（調整担当の看護師）の立場からみるチーム医療�
〜院内外チームが連携した退院支援〜� 藤原 紀子　309

▼がん薬物療法看護の What’s Trending ！　Past ☞ Current ☞ Future【36】
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� 菅野かおり　315

▼ HERE WITH YOU　〜言葉で紡ぐマギーズ東京の日々〜【2】

“ささえる”と“ささえられる”の循環が起きる場所� 小園香奈子　325

造血幹細胞移植を受けた知的障害をもつ白血病患者への合理的配慮に基づいた看護�
� 大社 理奈　330

みんなで取り組む社会的緩和ケア�
〜お金がない・身寄りがない・介護できない患者を支えるための本〜� 〈評者〉賢見 卓也　337
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